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く登 山隊々員募集〉

― 未踏のロマンを求めて一

ラブチェ カン (7,367m)登 山隊●

こつこつと積み重ねてきたHAJの 登山実績と

国際交流・渉外活動が実を結び、1987年秋にチベ

ットの未踏峰ラプチェ・ カンをチベット登山協会

と合同で登山することになりました。この山はヒ

マラヤ登山の大先輩であるE・ シプ トンがメンル

ンッェ偵察 (1951年)の折 りの報告で「その先の

チベット高原の彼方に人跡未踏のラプチェ・カン

連峰の山々が望まれた」と記 しているとおり7,000

m峰数座を含む未知の山群の主峰です。合同登山

の主旨を理解されて積極的にご応募下さい。

1.目標の山 チベット自治区 ラプチェ・カン

(拉不及康峰・ Lapche Kang 7,367m)

2.時  期  1987年 9月 ～11月 (75日 間程度 )

3.募集隊員  10名

4.個人負担金  120万 円

5.隊 員 資 格 ①HAJ会 員であること ②個

人負担金を納入でき準備に参加できる者

③登山技術・体力 。健康状態 。協調性など

合同登山の主旨に合致する者

ラプチェ・ カン周辺図
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8,012m▲ ラプチェ・ ヵン
▲7,367m

ニェラム チョー・オュー
▲8,201m

4チ ョモランマ
8,848m

カ トマンズ

賑団日雲
1週間に亘る悪天も去り、久し振りにトリボールやモムヒル・サール

(7,342m)が朝日に輝いている。モムヒル氷河の源頭に鴛えるモムヒル

・サールは、
〃
老婆の牧場

″
の意味だと云う。

(東京志岳会マラングッティ・サール登山隊 )

ヒマラヤ No.■ 77
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13.ウ ルグ・ ムズターグ初登頂 -1985年秋― 周   正
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趣   旨

日本 ヒマラヤ協会 (HAJ)は 、1967年創立以

来 ヒマラヤ諸国との友好親善・ 相互理解をモット

ーに登山・ 踏査 。学術その他幅広い分野にわたっ

て各種の文化活動を展開 してまいりました。

靭、此の度、こつこつと積み重ねてきましたH
AJの登山実績と国際交流・ 渉外活動が実を結び、

中華人民共和国四川省登山協会との合同により、

日中四川雪宝頂合同登山隊を派遣することとなり

ました。

雪宝頂 (5,588m)は 、中国・ 四川省の北、甘粛

省との境を成す眠山山脈の最高峰であり、未踏の

霊山であります。そして、その山容は文字通 り天

をさす白い三角錐の美しい山であります。

また、眠山は “パンダの故郷 "で あり、付近に

は中国の第一級の自然保護区である“九案淘 "が

あります。

HAJの 日・ 中合同隊としては、1985年の日中

女子合同隊に次 ぐ2回 目の合同隊であり、四川省

が全面的にバ ックアップする体制になっておりま

す。云うまでもなく、合同登山は高所登山の経験

はもとより全般にわたる豊かな経験と明朗な人柄

なくして成功することはできません。今回の合同

登山におきましては、登山の成功は勿論ですが、

より安全登山に心掛け、微力ではありますが登山

▲眠山々脈の最高峰、雪宝頂 (5′ 588m)

を通 じて、日中両国人民の友好親善に尽す所存で

あります。

何卒、登山の趣旨をご理解いただきまして、ご

協力下 さいますようお願い申し上げる次第であり

ます。

1986年 4月

日中四川雪宝頂合同登山隊

隊長 遠  藤   登

―
計画 の概要

―
1.隊の名称

日中四川雪宝頂合同登山隊

China‐ Japan Joint Mt,Xuebao Ding

(Sichuan):Exp;1986.

2.目標の山

中華人民共和国四川省松藩県

雪宝頂 (シ ュエパォ・ ディン)

MI Xuebao Ding(5,588m)

3.登山期間

1986年 7月 25日 ～ 8月 21日 (28日 間 )

4.目   的

1)日 中合同による雪宝頂の初登頂

2)日 中登山交流

5.主  催

日本 ヒマラヤ協会

四川省登山協会
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6.隊の構成

総隊長～四川省人民政府高官

隊 長～日本 ヒマラヤ協会副会長

副隊長～四川省登山協会高官

登攀隊長～日本 ヒマラヤ協会常務理事

登山隊員～日本側 :8名、四川省側 :5名

7.推進の組織

日本 ヒマラヤ協会雪宝頂合同登山隊実行委員会

会   長

副 会 長

実行委員長

事 務 局 長

実 行 委 員

登山隊々員

8.隊の事務局

〒160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506号

9.現地連絡先

中華人民共和国四川省成都体育場路 1号

四川省登山協会 電話 2927

10.留守本部

隊の事務局に同じ。

一
日 程 概 要

―

― 隊 員 構 成
―

r①生年月日 ②所属クラブヽ
l③勤務先  ④住 所  |
t⑤海外登山経験    リ

27日

28日

29日

30日

31日

8月 1日

2日

S

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

成都滞在

|

成都→松藩 (バ ス)

松藩滞在

松藩→キャラバ ン (馬 )

BeC(約 4,170m)着

登山期間 (12日 間 )

B・ C―)キ ャラバ ン

松藩着

松藩→成都

成都滞在

成都→北京

北京滞在

北京→成田 (JAL)

稲 田 定 重( ″ 専務理事 )

山 森 欣 一 ( ″ 事務局長 )

＞

長

長

会

会

副
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成田発(10:00)→北京着(JAL 781)

北京発→成都着 (飛行機 )

HAJ側 陣容

長 遠 藤   登 (En“ Noboru)

②コンテニュアス・ クラブ

⑤1965年 台湾・玉山 (3,997m)隊長

1968年 韓国・雪岳山、隊長

１
．
隊

7月 25日

26日

雪宝頂概念図 Ｎ
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1971年 マナスル (8,163m)副 隊長

登攀隊長 八木原 囲 明 (Yajhara Klmiak)

②群馬 ミヤマ山岳会

⑤1972年 ダウラギリⅣ峰 (7,661m)

1975年  ダウラギリⅣ峰 (7,661m)

1978年  ダウラギリI峰 (8,167m)

1981年 ヤルン・ カン (8,505m)

1%2年  ダウラギリI峰 (8,167m)

1984年 ジチュ・ ダケ (7,000m)隊 長

1984/85年  冬期アンナプルナ(8,091m)

隊長

1985年 黄河源流探検 隊長

1985年 エベレスト(8,848m)隊長

隊  員 中 岡   久 (Nakaoka Hisashi)

②東京白稜会

⑤1978年  トリスル (7,120m)

1981年  ランタン・ り(7,205m)

1985年 K2(8,61l m)副 隊長

隊  員 天 城 散 彦 (Amagi Takahiko)

③1983年 ヌン(7,135m)

隊  員 菅 原 和 明 (Sugawara Kazuaki)

②ラリグラス・ アッセント・ クラブ

隊  員 森 山 公美丈 (Moriyama Kimio)

②神戸カタツムリの会

③1972年  モンプラン●マッターホルン

1983年  ミディ～プラン

1984/85年  エベレス ト街道

員 '福1 山   イ吉(Fukuyama Tadashl)

⑤ 1983/84年  冬期チョモランマ(8,848m)

員 菅 野 千 尋 (Sugano Chhiro)

員 大 金 信 夫 (Oogane Nobuo)

②宇都宮白峰会

員 三 好 喜代美 (Miyoshi Kiyomi)

②女子雪氷クラブ

⑤l%2年  クン (7,077m)

隊

隊

隊

隊

2.四川省側陣容

総隊長 四川省人民政府高官 (省長クラス)

副隊長 鄭 末発 (四川省登山協会副主席、55歳 )

隊 員 張 江援 (中国登山協会、33歳 )

〃  揚 久輝 (  ″  、32歳 )

〃  王 馬特 (四 川省登山協会、29歳 )

″  王 華山 (   ″   、29歳 )

″  李  慶 (   ″   、26歳 )
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霊山、雪宝頂の概要

雪宝頂は、またの名を雪欄山といい、中国四川

省の阿嗅蔵族 (ァバ・ チベ ット族)自治州の松港

県にあり、海抜 5,588mの この山は、眠山山脈の

最高峰である。

雪宝頂は松港県の県城か ら東へ約25揃離れた、

北緯 32° 41′ 、東経 103° 51′ の所に位置している。

その内容は、青天を突き刺すような鋭鋒で、山群

の中でもひときわ突出 した雄峰である。

隣接する姉妹峰には、小雪宝頂 (5,540m)、 四

根香峰 (5,359m)、 東日志来峰(5,119m)、 玉箇

峰(5,080m)、 門洞峰 (5,058m)、 東日瑛菊峰

(5,026m)及びその他の 4,500m以上の山が10余

りある。これらの山々はいずれも氷河の浸蝕によ

って成 りたった山のため、四方は切り立ち、頂は

尖った険しい山容を成 している。

雪宝頂は、チベット語では「 ドンル」といい、

「海螺 (ホ ラ貝 )峰」と云 う意味である。云い伝

えによると、その昔、仏祖の如来が東遊 したとき

に残 した法号だと云われる。

仏教徒やラマ教徒は、この山を吉祥と幸福のシ

ンボルと見なし、人類に幸せをもたらす「福山」

と呼んでおり、陰暦の 6月 15日 と25日 には、大勢

の信者が参拝 して、仏祖の加護を求める。

同峰への巡礼路は二本あり、その一つは、雪宝

▼ルー トは右手 スカイライ ンの予定

頂の北側にある黄龍溝に沿って北側 と西北側を辿

る道であり、もう一つは、納米溝に沿って雪宝頂

の東南側と南側を辿る道である。

後者の巡礼路の途中には、多くの氷河湖が点在

しており、それらの湖の周りには、巡礼者によっ

て大小 さまざまな数百 もの石や石の棒が残されて

いる。大きいのでは周 りが10数イルの岩 も在り、雪

宝頂に近い湖の北側に立てられた石の棒は、遠 く

か ら見ると、まるで背の低い石林を思わせる。

これらの石の上には、色とりどりの砕石と文字

を刻んだ牛の角が山と積まれており、その石 (氷

河の礫 )は風雨による浸食と人々の手でなでられ

てつるつるになっている。こうした石や石の棒は

いずれも雪宝頂に参拝 した信者達が残 していった

遺跡である。

ラマ教徒は、聖山や聖地を参拝するとき、みな

巡礼路のわきに石塚を積むが、自分が最も神聖だ

と思 うところには、身につけてきた一番大切な品

物、例えばお金や首飾 り、指輪や腕輪などを石の

上に捧げて敬虔の念を示すと云われる。この付近

の石塚からは、かなり古い銅貨も掘 り出されてお

り、雪宝頂巡礼の歴史を教えてくれる。これらの

貴重な文物によると、既に 340年ほど前からこの

雪宝頂が仏教徒達の聖地になっていたことが窺わ

れると云う。

雪宝頂の北側は、天下の絶景と云われる黄龍寺

-4-



である。

黄龍溝の入口から溝の底の三花海までは、全長

7.5キロ。雪宝頂の姉妹峰である玉笛峰 (5,080m)の

ふもとの何ヶ所からか清 らかな泉水が流れ出てい

る。

ここの地質構造は石灰岩なので、泉水には大量

の炭酸カルシウムが含まれており、これが何千年

来流れ続けて、途中に沈積 した結果、溝に沿って

あちこちに段々畑状の絶景を作り上げている。

なかでも「金砂舗地」は、最も壮観である。も

ともと長さ 3キロの山坂だったものが、既に黄金色

の沈積物に覆われており、陽光が澄みきった泉水

を通 して金色に反射 して眩 く輝く様は、恰 も山坂

を金の砂で敷きつめたかのような絶景である。

また、小雪宝頂の東北側は、パンダの保護区と

して有名な王朗自然保護区となっている。

雪宝頂登攀ルー ト

雪宝頂の登攀ルー トについて、北西面と南西面

から検討 した場合、南西面か らの攻略が良いよう

に思われる。

南西面からの登攀ルー トとしては、次の 3つが

考えられる。

1.南稜ルー ト

B・ C(4,170m)か ら川に沿ってメイン氷河のフ

ィルン盆地迄行き、そこか ら南東稜に突き上げる

▼黄龍溝

南稜に沿って頂上稜線まで登り、さらに頂上稜線

を頂上へと辿る。

このルー トの下部は、氷河と岩石の ミックス帯

で、斜度はそれほどなく、難 しさもたい したこと

はないであろう。

岩石帯から4,800～ 5,000mの 所をまいて登り、

西ヘ トラバースした後、アイス・ フォール帯をま

いて頂上稜線へと出る。

頂上稜線から先は、約 30° 程の氷雪面のようで

ある。

2.西稜ルー ト

B・ Cか らメイン氷河のフィルン盆地の西側へ進

んで西稜に取りつき、そこから西稜を辿 って頂上

へ行 くルー トである。フィルン盆地の 4,300～ 4,4

00m付近から4,800m位までは、岩登 りが主とな

りそうである。西稜へ出てからは、 約 30° 程の水

雪面のようである。

3.南西稜ルー ト

フィルン盆地から南西稜に沿ってメイン氷河を

直上するルー トである。

4,600mの下にアィス oフ ォール帯が点在 してお

り、雪崩とアィス 0フ ォール崩壊の危険性がある。

このアイス・ フォール帯の上は全て雪の斜面とな

り傾斜は40° 位であろうか。

計画では、南稜ルー トを予定 している。

-5-
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■■IHlMALAVA NEWS

≪ネパール≫

プレの外国隊

oチ ョー 。オュー (8,201m)

●アメリカ・ コロラド隊 (James Fr“ h隊長 (36)

以下 8名 )は、南西稜から登頂を目指 し、 4月 17

日にCel(5,920m)、 4月 20日 C・ 2(6,350m)

を建設 した後、 5月 8日 、隊長とイギリス人の D‐

avid Haimbly(53)σ )2人が、 C・ 5(7,500m)か

らアタックして午後 2時半、登頂に成功。

・ スイス (混成)隊 (Steね n Woerner隊長以下12

名 )は、東稜から挑み、 5月 5日 ～16日 の12日 間

に 7名が無酸素登頂を果した。登頂者は、アメリ

カ人の Mlarcel Ruedi、  Poter Babler、 Jan G.

Smith、 ユーゴの Bogdan Brakus、  i西 ドイツの

Rudiger Schleypen、 Jorg Daum、  オース トリ

ア・6D Manfred Lorenz。

計画では、ゴジュンバ 。カン(7,743m)も 登る

予定になっていたが詳細は不明。

●ポーランド隊 (Ryszard GaJewski隊長(32)以

下 9名 )は南壁から挑み、登頂に成功 した。 4月

5日 にBoC(5,36o m)、 4月 7日 C。 1(5,650m)、

4月 9日 C・ 2(5,9oo m)、 4月 20日 C・ 3(6,700

m)、 4月 25日 C・ 4(7,200m)、 4月 26日 C・ 5

(7,600m)と それぞれ建設した後、 4月 29日 、隊

長とMaciez Paw likowsh(35)の 2名が登頂。

次いで 5月 1日 には Plotr KOnopka(38)が 登頂

5日 には Andrzei Oslka(35)と Marak Danie―

lak(35)の 2名 も登頂。

○ギャチュン・ カン (7,952m)

。フランス陸軍・ ネパール合同隊 (Jean Claude

Marmier中 佐隊長 (43)以 下16名、内ネパール人

3名 )は、南壁から挑み、登頂に成功 した。 4月

21日 BOC(5,050m)、  4月 28日 C01(5,800m)、

4月 29日 C・ 2(5,350m)と それぞれ建設 した後、

5月 12日 に Frederic Maurel(28)と Eric Gra‐

mond(24)が登頂。 13日 には Marmier隊長とG―

erald TresaHetの 2名 も登頂。

○カンテガ (6′ 779m)
●アメリカ 0コ ロラド隊 (Jeffrey G Lowe隊 長

(36)以下13名 )は 、北西稜にアルパイン・ スタイ

ルで挑み登頂に成功 した。 4月 13日 BOC(4,250

m)建設後、 5月 1日 、Miss Alison Jane Ha―

rgreaves(24)、 Marc Fra∝is Twight(25)の

2人が登頂 した。計画ではさらにヌプツェの南西

壁 も登る予定であったが詳細は不明。

○ガネッシュ I峰 (7′ 429m)

。スイス隊 (01ivier Matile隊 長 (35)以下スイ

ス人 9名、ネパール人 3名 )は、西面からの登頂

を目指 して、 4月 19日 BOC(3,780m)建 設した

が、 5月 6日 悪天候のため登頂を断念 した。

○ガネッシュⅡ峰 (7′ 11l m)

0韓国 (Sogong UnlV)隊 (Park Jong― Tae

(34)隊長以下 6名 )は、南面からの登頂を目指 し

て 4月 13日 BOC(4,100m)を建設 したが、5月 9

日悪天候と高所ポーターの左足骨折の事故のため、

登頂を断念 した。

Oマ ナスル (8′ 163m)
0西 ドイツ隊 (Michael Dachar隊 長 (53)以下

西 ドイツ人12名、オーストリア人 4名 )は、ノー

マル・ ルー トか ら挑んだ。4月 15日 に C・ 3(6,850

m)を建設 した後、 5月 3日 、C03か らC・ 4建

設に向った 4名 のぅちWilhelm Klaiber(48)は

途中で C03へ引き返したまま行方不明となった。

翌 4日 、悪天候の中を C・ 4か らC03に下った 3

名の内、オース トリア人の副隊長 Dieter Oberbi―

cner(44)は 7,200mの地点で滑落 し、同行の 2

人が負傷 した彼を C・ 3に収容 し、5月 9日 カトマ

ンズヘ送 った。

他の 6名が登山を続行 したが、 5月 11日 悪天候

のため登頂を断念 した。

○プリクティ (6′ 364m)
。フランス・ ネパール合同隊 (Claude JaCCOuX

隊長 (53)以下 12名 とネパール・ トリビューバ ン

大学側 3名 )は、 4月 10日 にカ トマンズを出発 し

て、 4月 23日 BOC(4,450m)建 設。 南西稜か ら

の登頂を目指 したが、 4月 29日 に断念 した。

Oア ンナプルナ I峰 (8′ 091m)

・ 冬期に11週間にわたる攻撃で南壁のポーランド
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ルー トの 7,300mま で達 して断念 したブルガリア

隊 (Baan Petrov AtanasOv隊 長(37)以 下17名 )

は、引き続きプレ期の南壁に挑んだ。4月 17日 C・

1(5,400m)、 19日 C・ 2(6,100m)、 23日 C03
(7,500m)と 冬と同じくキャンプを進めたが、 5

月11日 に断念 した。特に 6,950m～ 7,305m間 が

雪崩と落石がひどく断念せざるを得なかったよう

である。冬・ 春継続 したヒマラヤ登山としては、

最 も登山期間の長い遠征隊の一つとなった。

・ 一方、北面から挑んだイタリア隊 (GiacomO

Stefani隊長 (34)以下 8名 )は、4月 12日 に B・ C
を建設して登山活動を開始 したが、悪天候に阻れ

て 5月 9日 、 6,200mで 断念 した。

○アンナプルナⅢ峰 (7,987m)
●スペイン隊 (Jes“ Bereciartua Etxaniz隊 長

(26)以下 7名 )は 、北面から挑み、 3月 28日 C・

1(4,800m)、  4月 8日 C・ 2(5,500m)、  13日

C・ 3(6,300m)と 順次建設 した後、C04(7,000

m)迄到達 したが悪天候の為、断念 した。

●アメリカ隊 (LucyHe Smith(35)/Shari Ke―

ar“y(34)隊 長以下 9名 )は、西稜に挑み、4月

6日 C・ 2(5,200m)、 10日 C03(5,850m)と キ

ャンプを進めたが、以後の詳細は不明。

○アンナプルナⅣ峰 (7′ 525m)、 ラムジュン・ ヒ|

マール (6′ 986m)
0ネ パール警察登山探険財団隊 (Basundhara

Lama隊長 (44)以下37名 )は、北面から2つの

ピークを目指 して、 4月 17日 B・ C(5,250m)、

24日 C・ 1(6,000m)、 29日 C・ 3(7,525m)と
キャンプを進めたが、以後の詳細は不明。

○ガンガ・ プルナ (7,455m)

・ 韓国隊 (Um Gae Slmg隊 長 (31)以下 6名 )

は、南面から挑み、 4月 18日 に Miss Ran Hee

Nam(29)隊員とシェルパのアン0カ ミ(28)が登

]頁。 20日 :こ ιまChea Un Suk(25)、  Miss Jeong

Young Hee(26)両 隊員とシェルパの Gore Ma―

garが登頂。

○アンナプルナ・ ダクシン (7′ 129m)
0ユ ーゴスラブィア (女性 )隊 (Marija Frantar

隊長 (30)以下 9名 )は 、 4月 16日 に B・ C(4,050

m)、 25日 C01(5,700m)と キャンプを進めて

HIMALAYA NEWSI■ ■

南西稜か ら挑んだ詳細は不明。

王政批判派が 3分の 2当 選

ネパール総選挙

ネパールの国家パンチャヤ ト (議会 )総選挙の

開票の結果、 5月 28日 までに 112議席のうち 110

議席が確定 した。「体制内」の有力候補が落選す

る中で、政党政治を認めないパ ンチャヤ ト制度の

改革を求める候補者が相次いで当選、王政批判派

が当選者の 3分の 2を 占めた。経済不振の中で国

王親政に対する不満がいぜん根強いことを見せつ

けた。

ビレンドラ国王は、直接任命制の28議員を決め

たうえで国会を招集するが、政党制支持派の大量

当選で国会運営に激 しいゆさぶ りを掛けられるの

は必至の情勢だ。  (5月 29日  朝日新聞 )

この総選挙の後、ネパールの国家パンチャヤ ト

(議会 )は、 6月 13日 、マ リッジ・ マン・ シン・

シュレスター前国家パンチャヤ ト議長 (40)を圧

倒的多数で次期首相に選んだ。

議会で選出されたシュレスター新首相は、 6月

16日 、17人で構成する内閣を組閣 し、前内相のウ

パダヤヤ氏を外相兼国土改良相に選んだ。

同首相は、組閣に先立ち「 インフレをなくし、

清潔な行政を目指す」と、経済破綻や汚職で悩む

内政の立て直しを図る決意を明 らかにした。

ウパダヤヤ新外相は、ネパールの国連代表を長

く務め、同内閣のナンバー 2の地位を確保 した。

(6月 14日 、17日  朝 日新聞、他 )

≪中 国≫

ク ン ジ ェラ ブ 峠 に定 期 バ ス進 行

5月 1日 から外国人に開放された、中国・ パキ

スタン国境に位置する旧シルクロー ドのクンジェ

ラブ峠 (4,934m)に 6月 1日 か ら週 1便の定期バ

スが運行 された。

バスは両国からそれぞれ運行 され、パキスタン

側は毎週月曜日にソス ト地区発、中国側は毎週木

曜日にピラリ地区発となっている。これはクンジ

ェラブ峠を第二国に開放することに関する中国・
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パキスタン両国の取り決めに基づ くものである。

一方、中国外務省スポークスマンは、 5月 14日

の定例記者会見で、中国とパキスタンが国境のク

ンジェラブ峠を第二国の人々に開放 した事につい

てインドが抗議 していることに反論 し、「抗議は

全 く道理に合わないもので、中国側はこれを断固

拒否する。」と述べた。

同スポークスマンは、「中国・パキスタン両国

政府は 5月 1日 からクンジェラブ峠を第二国の人

々に正式に開放することを決定 した。これは国境

を接する 2つの主権国間が完全に正常なことであ

り、他国が干渉する権利はない。」と述べ、さらに

「中国側が繰り返 し云っているように、これはイ

ンドとパキスタン間で紛争になっているカシミー

ルの領有権とは関係がない。」と強調 した。

(5月 21日 中国通信 )

中 国探 検 隊、 長 江 下 りに挑戦

中国一の大河、長江 (揚子江、全長 6,380m)

の川下りに挑戦する中国長江科学調査探検隊の小

隊 3人が 6月 5日 、青海省ゴルムド市を出発 し、

長江の水源 タングラ (唐古拉)山脈の主峰グラタ

ンドン (各拉丹冬雪山、 6,621m)の ジャングデ

ジュ (姜根迪如 )氷河に向った。

この 3人は民間からの志願者で、隊長の宋元清

さん (36)は、四川省漢源県映画公司の幹部。他

の 2人は北京の労働者の王埼さん (32)と四川省

渡口市電気機械工場の幹部揚欣さん (23)。 200人

余りの志願者の中から選ばれた。

宋隊長は、出発に先立ちインタビューに答えて、

「今回の探検は、物質的条件には限りがあるが、

沿岸各地政府部門の支持を得ている。長江下 りを

成功させて、若い世代の民族と祖国山河に対する

熱愛を示 したい。」と語った。

3人は四川大学学生会から贈 られたゴムボー ト

「四川大学」号と補助ボー トを使う。

一方、45人の志願者からなる本隊は、 6月 3日

チベットのラサに到着 して準備を進め、 5日 ラサ

を発ち、小隊と同じジャングデジュ氷河に向かっ

た。

女性 4人を含む本隊は、上海、天津、四川など

10省・市の科学研究者、運動選手、教師、医師、

解放軍兵士、武装警察部隊兵士、記者などからな

り、最年長は52歳、最年少は19歳。

探検隊は、長江の水源を確認、水源から河口ま

での自然環境、天然資源、自然災害などの状況を

全面的に調査する。特に長江水源無人地帯の地形、

古地理環境、氷河・ ツンドラ、沼沢水系、高原生

物及び水源水系の水文地質、土壌、植生などにつ

いてかなり総合的な研究を行い、研究の空白を埋

めることになっている。

長江は水源から河口までの落差が 5,400mも あ

り、世界最大。途中には危険な渓谷や浅瀬が数多

くある。これ迄に長江全流の川下りに成功したも

のはない。

(6月 10日  中国通信 )

ウルム チ 空 港 を対外 開 放

北京からカラチ経由でァジスアベバに向かう国

際定期便が、中国民航局の認可により、 5月 18日

から帰路ウルムチ空港にも立ち寄ることになった。

便数は 2週間に 1便。

北京～アジスアベバ線のウルムチ寄港は、外国

人旅行者にとって大変便利であるだけでなく、新

t彊ウィグル自治区の観光事業振興と対外取引の強

化にとっても重要な意義がある。

近代的設備をもつウルムチ空港は、中国の基幹

国際空港の 1つ。現在、14本の国内線が乗り入れ

ているほか、 8本の国際定期便がウルムチ上空を

飛んでいる。

中国の残 り4基幹国際空港は、北京、上海、広

州、昆明。

(5月 21日  中国通信 )

東 京 集 会 の お知 らせ

7月 の東京集会は下記の通り開催 しますので、

多数ご出席下さい。

日 時  7月 28日 (月 )PM 7時 ～

場 所 HAJル ーム
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トランゴ・ タワー便 り

アッサラーム

出発前は色々とお世話になり、大変有難 うござ

いました。

全員がイスラマバー ドに集合 して一週間、準備

も全てととのいましてスカル ドヘ出発 します。今

年のイスラマバー ドは大変涼 しくて仕事 も順調に

進みました。唯、山岳地方は例年にない多雪と云

う話 しも聞いており、若千心配ですが、我々の向

うトランゴタワーはそれ程影響はないと思います。

今、イスラマバー ドはラマザン (断食 )の月で

昼間はレス トランも閉まり食事をするのが大変で

す。毎日自炊をしています。

先日 (5/21)に ヘル リッヒコッファー隊でK2
南稜へ行 くイエジ・ ククチカとペ トロフスキーの

2名 と一緒に飲む機会がありました。ククチカは

今年中に 8,000m峰 14座を全部済ませるとの事で

す。 K2が終ったら我々の隊長クルティカと一緒

に 4～ 5人でアンナプルナとマナスルにこの秋行

くそうです。仲々、豪傑な感 じの男です。酒は飲

むタバコもスパスパと吸い余り気負いもなく8,000

m峰を登っている様子です。確かに余 り小さなこ

とで考えていたら8,000m峰は登れないかも知れ

ませんネ。

パキスタン人の Major Sher Khanも 来ていま

した。彼はヒドン 0ピ ークヘパキスタン隊で挑む

との事です。

それとポーランドの Wanda Rutkiewiczが フラ

ンスの 3人 と一緒にK2に向っています。メンバ

ーは昨年K2で我々も会った L ilan&Matirice

Barrad夫妻とMichal Parmentierの 3人です。

その他、まだまだ多くのヨーロッパのクライマ

ー達が当地を訪れているようです。

我々の隊は、隊長クルティカが食糧や装備に全

て関ってないと気が済まないようなので若千、手

こずっています。まあ、我々のペースで行 くこと

にします。

H:MALAYA NEWSll:|:

また、スカル ドなどでいろんなクラィマーに会

ったら話 しをしてみるつもりです。

準備で休みなしだったのでキャラバンではゆっ

くりと写真でも撮りながらノンビリ行 くつもりで

す。

それでは、皆様にも宜 しくお伝え下さい。

5/2516:00 イスラマバー ドにて

山 田

アッサラーム

パキスタンからの第 2便ですが、5/26に24時間

のバス旅行でスカル ドに着きました。

翌27日 は準備に 1日 。そしたら何 と、またまた

ポーター賃が上っていました。これは P.TDC.
や観光省 も承知していたことの様ですが、ここに

来て初めて聞かされました。唯、この賃上げもバ

ル トロ街道のみと思われます。ポーター賃は以下

の通りです。

ダッソー ～ アスコーレ

50ROS+15ROS(リ ターン)+15R・S(食糧)=80 ReS

アスコーレ以上

60ReS+25ROS(リ ターン)+15■S(食糧)=100R・S

食糧支給の場合は、85 RoS

このため、我々も若千の予算オーバーとなって

おります。ジープ、 トラクターは変ってないよう

です。

また、驚いたことには、K2に今年は何と9隊

も入るとのことです。

それと、ヘルリッヒコッファー隊がポーター用

に トラクターを使わせたとの事で、大先生がカラ

コルムで初めての事をやってくれま した。我々は

勿論払いませんが、ポーター達は既にこのことを

云ってきています。

また、パキスタン軍がシアチェン方面ヘポータ

ーを動員 して何かをやっている様で、 1日 の日当

が 200R・ Sと これも破格な値をつけています。仕

事はきついような事を云っています。

以上の様な事がスカル ドで耳に入りました。

羽毛服が必要なくらい涼 しい?(寒い)ス カル

ドから

5/27 10:oo PM      L」」  日日
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ポーラン ド登山家を迎えての
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冬期 ヒマラヤの先駆者として、冬のヒマラヤな

どでめざましい活躍をみせるポーランドの登山家

7名が日本山岳会の招請で来日した。

5月 27日 夜に東京・原宿の岸記念体育館に於い

て一行を迎えて ヒマラヤ登山のシンポジウムが開

かれた。

当日出席されたのは、今回の団長であり、過去

約20年間にわたってポーランド・ ナショナルチー

ム率いて数多くの遠征を成功させてきた、アンジ

ェイ・ ザヴァダ(Andrzey Zawada,57)、 80年冬

期ェベレス トの登頂者、 レシェック・ チヒ(L es‐

zek Cichy,35)、 プロー ド・ ピークを22時間でピ

ス トンしたり、カンチェンジュンガの冬期登頂者

である、クシス トフ・ ヴィエリッキ (Krzystof

Wielick,36)、 ダウラギリI峰東壁を初登 した

ル ドブィク・ ヴィルチニスキ (L udtuk Wilczyn‐

sk,34)、 フィッツ・ ロイの新ルー トなどで活躍

している、 ミロスワフ・ ドンサル (Mirostaw Da―

sal,33)若手クライマーのヤツェク・ ザチコヴス

キ(Jacek Zaczkowski,21)の 6氏、(ト マッシュ・

レヴァンドヴスキ (TOmasz Lewandowsh,22)

氏は欠席 した。)そ れにパネラーとして山学同志会

の坂下直枝氏が加わり、池田常道 (岩 と雪編集長)

氏の司会でシンポジウムは進められた。

先ず、ザヴァダ氏か ら1939年のナンダ・ デヴィ

東峰遠征から始まるポーランドのヒマラヤ登山の

略史が説明された。

日本のヒマラヤ登山が1936年のナンダ・ コー ト

遠征を嗜矢とする点から云えば、ほぼ同じ時代に

スター トを切ったポーランドのヒマラヤ登山であ

るが、第 2次大戦後の政治情勢下では、海外遠征

などは思いもよらなくなり、1960年になって漸 く

ヒンズークシュのノシャックヘと出かけることが

出来た。この遠征では10日 間の差で初登頂を京都

大学隊に取られて しまった。其の後もクンヤン・

チッシュなどヒマラヤでの日本隊との関りは多く、

今年はヴォィチェフ・ クルティカが日本の登山家

(HAJの 山田昇以下 3名 )と一緒に トランゴ 。

タワーに出かけるなど日本とポーランドの関りは

数多 く見い出せると話され、会場に来 られていた

立教大学ナンダ・ コー ト遠征隊の隊長、堀田弥一

氏が紹介された。

次いでスライ ドによるポーランドのヒマラヤ登

山が紹介された。

スライドは、1960年のノシャック、1971年 のク

シャン・ チッシュ、1974年 の冬 ローツェ、1980年

冬のエベレスト、1984年 のヤルン・ カン南西壁、

1985年秋のローツェ南壁 (最高到達点 8,250m)、

1985年冬のチョー・ オュー南東壁など貴重な写真

が紹介された。

スライドによるヒマラヤ登山の略史説明のあと

パネラーによる質疑応答に入った。

ポーラン ドの登山界

ポーランドでは、1930年代に山岳会が創立され

た。その頃の登山者数は 200名 位であったが、南

米、アフリカ、カフカス、パ ミール、 ヒンズー・

クシュ、ナンダ 0デ ビィ東峰などへ足跡を印した。

ナンダ・ デビィでは 4人で出かけて初登頂 したも

のの 2名を失った。帰路、第 2次大戦が勃発 し、

この戦争でポーランドの登山界は多 くのリーダー

を失った。

1950～60年代にかけてはヒマラヤの黄金時代で

あったが、ポーランドの登山家は参加できなかっ

た。 ヒマラヤヘ行けない分、近 くのアルプスに出

かけたところ事故を起 し、山岳雑誌にたたかれた。

これがポーランド登山家にとって一つの発憤とな

り、其の後の活動エネルギーとなった。ポーラン

ド人にとって 8,000m峰の初登頂を一つも果せな

かった事は一つのコンプレックスとなっている。
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70年代に入って 7,000mの未踏峰を狙い、クン

ヤン・ チッシュやガッシャーブルムⅣ峰が目標に

上げられ、71年に初めてカラコルムヘ出かけた。

これがクンヤン・ チッシュの初登頂で、この成果

が政府に認められた。このクンヤンを契機にポー

ランドのナショナル・ チームは、国際的に価値あ

る山登りを標榜することになり、それが結果的に

は新ルー トを求めることになった。

やがてポーランド国内の各山岳会からいろんな

計画が出されてメチャクチャの様相を呈 してきた

ため、組織を統一する必要に迫 られた。

1973年、国内の山岳会を統轄するポーランド山

岳連盟が結成され、各都市にある43の クラブが加

盟 した。

現在、山岳連盟に登録されてる登山者は 4～ 5

千人で、結構学生などが多 く、大半はハイカーで

ある。タトラ山群やアルプスなどへ出かけるのは、

この内の 2千人位で、その約 1割位が本格的に活

動 している登山者である。さらにヒマラヤなどで

ビッグ・ クライムを実践するようなクラスとなる

とほんの一握 りの人数になって しまう。

こうしたアルピニストの養成は、政府か らの補

助金を受けて行っている。この補助金は、政府の

スポーツ省から交付され、指導・ 教育・ トレーニ

ング、タ トラ・ トレーニング・ センター、タ トラ

。キャンプ……など各委員会に分配される。

登山者の養成に関して云えば、毎春、予算に応

じて希望者を募集する。毎回、選択に苦労するほ

ど希望者は多い。筆記試験で選考 した後、山のキ

ャンプに送り、体験を通 じてアルピニス トとして

適 しているかどうかを選考する。山のキャンプも

初めはタ トラのサマー 0キ ャンプヘ入り、次いで

タ トラのウィンター・ キャンプを体験する。これ

らのキャンプ経験の後、アルプスやカフカスヘ派

遣される。次いで ヒンズー 0ク シュやパ ミールヘ

派遣されて高所適応性が高められる。こうして漸

くヒマラヤヘのチャンスが得 られる。尤 も、全て

の者がこのような歩みをする訳けではない。才能

さえあればもっと短縮 して ヒマラヤヘ出かけるこ

とも出来る。

ヒマラヤヘ出かけるには 2通 りある。 1つは単

一山岳会で出かける場合であるが、これは先ずス

ポーツ委員会の許可を取得 しなければならない。

各山岳会は、計画書をスポーツ委員会へ提出 して

許可申請をする。スポーツ委員会では、地域・ 山

名・ ルー ト及びリーダー、メンバーが適当かどう

かを審議する。メンバーが弱体な場合は、委員会

から補強隊員を派遣することもありうる。審議の

結果、許可 された隊には補助金が割 り当て られる。

もう一つはナショナル・ チームの派遣である。

3年に 1度位、政府が全額援助 してナショナル・

チームを編成する。勿論、個人負担金はな しで、

メンバーは全国のクラブから厳選される。 このメ

ンバーのセレクトは リーダーに決定権がある。そ

のため、 3年に 1度開催される山岳連盟の大会は、

その代表者を選出する投票があるので感心が高ま

る。何故ならこの代表者は 3年の間、絶対的権力

を手にすることが出来るからである。

ポーランドの登山界について以上のような事が

ザヴァダ団長から説明された。

次に幾つかの質疑応答を紹介する。

一  ヴィルチニスキさんは、80年のダウラギリ

東壁の際、イギリス人 との合同隊として登ってま

すが、あれはどのようにオルグナイズされたので

すか。

ヴィル あれはクルティカがマッキンタイヤなん

かと個人的に作った遠征で、 4人だけの計画 とし

て出かけた。ポーランド側は外貨が自由にならな

いので、食糧を調達。イギリス側が旅費と装備を

負担 した。あの遠征では、それよりもスイス隊と

の競合で、現地でスイス隊の許可を取るのに苦労

した。

我々は皆がナショナル・ チームに入って登山す

るわけではない。登山をレースとして捉えている

のは極 く僅かである。自分はスポーツとしてでは

なく、ただ山へ登ることが楽 しいか ら自由にアル

ピニズムを続けていきたい。

自分はナショナル・ チームに参加 した事はない。

遠征の費用は、クラブの会費やメンバーが働いて

稼いでいる。

一  ポーランドでは1976年のノシャックで C・ズ

レック氏が11時間で登頂 したり、ヴィエ リッキさ

んが22時間でプロー ド・ ピークをピス トンするな

ど、こうした記録挑戦と云うものがポーランドに
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はあるのですか。

ヴィエ それは全 く個人的な考えで しょう。私に

とってそれが第一の目的はありません。プロー ド

・ ピークでは当初予定 したルー トの下部の壁が非

常に危険な状態のためノーマル 0ルー トから登る

しかなかったので、それならもう何回も登られて

いるので 1日 で行ってみようと思 っただけです。

これを他人がまねをするので困惑 してます。

一  冬期 ヒマラヤ登山の問題点についてお伺い

したいのですが。

チ ヒ 何よりも難 しいのは、今迄の既成概念に

捉われず、それ迄考えられた事に挑戦する事です。

精神面が一番ですね。それ迄は、ヒラリーなどに

よって冬の 7,000m以上に生命は無いと云われて

きたわけですから、それに挑戦する事が難 しいの

ではないで しょうか。若し、やれると信ずる心が

あれば、後から歩き出せば良いのです。僕は、難

しいことを標榜する登山者ではありません。然 し、

冬のエベレス ト登頂の後は、ほんとうに良い気分

になりました。

風とか寒さなどの問題は装備で解決されます。

一 ザヴァダさんが最初にヒマラヤの冬期登山

を目指 した考えもチヒさんと同 じですか。

ザヴァ 年代は違ってますが勿論同じです。

一  ドンサルさんはフィッツ 。ロイの新ルー ト

開拓などで活躍されてますが、フィッツ 0ロ イは

ヒマラヤヘの準備だったのですか。

ド ン 僕は何にでも興味を持っている。そんな

に歳でもない。冬が好きだから冬登るのも好きだ。

フィッツ・ ロイは、ポーランドでは一つの夢みた

いなものがあるか ら、直ぐにチームを作って出か

けた。勿論、 ヒマラヤヘ出かける準備の一つとし

ても考えられる。

―  もう一度、パタゴニヤヘ戻っていく考えはあ

りますか。

ド ン 勿論です。僕はヒマラヤだけでなく、キ

リマンジャロやノルウェーなどいろんな所へ出か

けて行きたい。

一  昨日、ザヴァダさんら30年代の人と話して

たら今の若い人達は、ロック・ クライミングが多

く、余リアルパイン・ クライミングをしたがらな

いと云ってましたが、ザチコヴスキさんはいかが

ですか。

ザチコ ほんとうにその道でうまくなりたいと思

ったら、それだけを多くやったほうが良い。自分

よりも若い人達にもっとうまく岩登 りをする人が

現われたら、僕はヒマラヤヘ出かけます。

一  日本では最近、低圧チャンバーを用いて積

極的に高所順応訓練を行なう事が試みられており

ますが、ポーランドではこうした試みをされた事

はありますか。

ザヴァ 昔、軍の施設を借りて実験 した事はあり

ますが、それによって高所適性者を見い出す事は

できませんで した。若 し、そうした施設を用いて

高所適性者を見つけられる方法があるのであれば、

是非、私は教わりたいものです。唯、私個人の考

えとしては、折角、大きな山登りに行 くのにそん

な狭い部屋に入って訓練することは好きでありま

せん。

一  ポーランドの人達の強靭さは、我々にとっ

て驚異的ですが、日頃どんな トレーニングをして

いるので しょうか。

ザヴァ 私はもう歳ですから、睡眠を充分にとる

よう心がけているだけです。昔か ら山へ行くため

の トレーニングと云うのは余りや りません。

一  ポーランドの山と云うとどんな所があるの

ですか。

ザヴァ 山らしい山はポーランドの南のチェコと

の国境沿いにあるタ トラぐらいです。勿論、ヮル

シャワ附近には山はなく、そうしょっちゅう山へ

は行けないのでサー時代の古い舘のビルダリング

などをしています。

一  最後に皆さんのこれからの夢などを聞かせ

て下さい。

ザヴァ 冬のK2登山を計画しています。

チ ヒ 月の山でも登ったら?

ヴィル 僕は地球だけで良い。

ザチコ 完璧なアルピニストを目指 したい。

ド ン 各国のアルピニス ト達と友好を深めたい。

ヴィエ 僕は夢と云うものがない。

ザヴァ 彼はそう云うものの今秋は、マカルー西

稜の他マナスル、アンナプル南壁をククチカと 2

人でアルパイン・ スタイルでやろうとする欲張っ

た考えをもっている。   (文 責 :尾形好雄 )
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―――一 万山の祖、皇帯山脈の盟主 に挑んだ中米合同隊の記録 ・――一一

ウルグ・ムズターグ初登頂

1985)」キユ 牙火

周  正
(Zhou Zheng)

は じ め に

中国の地形図を一見した時に目につく最 も突起

した部分は新彊ウィグル自治区の南に横たわる昆

奇山脈である。昆奇山脈は恰 も大地の背骨の様に

西から東へと連 らなる一大山脈である。

昨年 10月 、アメリカ山岳会 と新彊登山協会から

成る合同隊は、東部昆奇山脈の最高峰であるウル

グ 0ム スターグ (6,973m)の未踏峰に挑んだ。

アメリカ側は、George B“ h副大統領を名誉

会長に仰ぎ、Daniel.J.EvaК e上院議員が総指

揮、副総指揮はアジアの高峻山岳遠征隊の多くの

リーダーを務めてきた74歳の Robert.H.Bates、

隊長はアメリカ人として最初にガッシャーブルム

I峰 (8,068m)に挑んだ Nicholas.B.Chnch

(54歳 )。 その他のアメリカ側メンバーは、1963

年に西稜からチョモランマの頂に立った Thomas.

R Hornbein(55歳 )、 1974年にソ連のレーニン峰

(7,174m)に登った Peter.K.SchOening(58

歳 )、 アメリカの著名な登山家であるJeffrey.0

Foott(42歳 )と Dennis Hennek(39歳 )、 それ

に地球物理学教授の Peter Molnar(42歳 )と 地質

学教授のBwren,C.B_chfiel(50歳 )。

一方、中国側は41名 もの大勢から成り、最年少

者は18歳で、これ迄に高所登山を経験 したことの

ある者は僅か 2名 だけだった。そのため、登山の

4ケ月前に トレーニング・ キャンプに参加 して経

験の不足を補うべ くトレーニングに励んだ。

私は、我々の遠征隊の良きア ドヴァィザーでぁ

るアメ リカの友人達ともうまくやれた。Batesゃ

Chnchと 最初に会 った時も、彼 らはまるで古 い

友人のように中国語で私に「体好′ 老朋友」

(古 い友人よ、お元気ですか)と 云って呉れた。

魅惑の旅へ出発

9月 21日 の朝、我々51名は新彊の首都であるウ

ルムチか ら12台の車で出発 した。我々は天山山脈

を越えてその晩、庫が勒 (Korla)に到着 した。

此々から先は、紀元前 2世紀の漢王朝時代に西域

への道として作られた道である。

9月 23日 、若尭県 (Ruoqiang)に 到着。この県

は、チェコスロバキア、ベルギー、それにデンマ

ークを合わせたほどの約20万平方キロにも及ぶ広

大な面積を持ちながら人口は僅か 25,000人 しか

居ない。

ここでは珍 しい 2つの植物の成育を見ることが

できた。その一つは、砂防林としてのポプラ並木

で、幹の太さが直径 1.5mも あるような樹々で美

しく街を堅固 してあった。この砂防林の一片を切

り取ってみると、その樹皮の間には砂の粒子が見

られ、砂嵐の狂暴さを垣間見ることができた。

もう一つの植物は、 “紅柳 "と 呼ばれる低木が

ここに成育 している。砂丘の上にピンクの花をつ

けて点在する紅柳の茂みは、荒涼とした砂漠にあ
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って我々の目を楽 しませてくれる。

また、ここまで ドライブしてきた道路 (約 100

bの範囲 )は、千乾 しレンガで舗装されており、

世界中でも非常に珍 しい舗装道路の一つであろう。

若尭県を出発 して間も無 く、我々は、果 しない

砂漠の中に立った。灰黄色の ドームの様な形を し

た植物がなければ、正に一本一草の影 もみあたら

ない荒涼とした風景である。私達が時たま道路の

そばで見つけたこの植物は“ラクダのさんざし(バ

ラ科の植物 )"と 呼ばれるもので、それは、 ラク

ダがこのかんばしい香りのする水分の多い大枝を

好んで噛むとこに由来 している。さらにこの植物

は、砂の定着にも役立ち、また、その種子は下痢

や歯痛にも効用がある。

阿繭金山脈を越えた我々は、青海省との境界に

近い、アスベス ト(石綿 )資源の豊富な茫崖 (Ma‐

ngnai)に やって来た。 此々はあらゆる物が銀白

色の埃でおおわれている。この銀白色の不思議な

国のような様子は、アメリカの友人によって衛星

写真で紹介された。

珍 しい動 物 の 宝 庫

9月 28日 の朝、我々は、やわらかい砂の道跡の

無い所を車で走り、無人地帯へと入っていった。

それでも、この辺りは今回の旅で最 も興味ある場

所の一つであった。そこには中国でも最も大きな

自然公園が横たわり、おびただしい数の鳥獣の群

れや珍 しい動物をみることができた。

この地区にはざっと見積って約 6万頭の野生ロ

バが棲息すると云われ、それらの野生ロバは、飼

い慣 らされたロバよりもはるかに大きく肥えてい

る。毛は腹部や 4本の足の内側にある白い部分を

除けば全てかっ色である。

標高 4,250mの阿具克庫勒湖 (Aqqikkol Lak)

のそばでは、我々の右側の小さい丘に約 100頭 ほ

どの野生ロバを見た。

我々の鄭錫林隊長は、良 く動物の習性を知って

おり、その彼がこの野生ロバを見て「彼らは我々

と湖面に面して漏斗状に小さく広がった丘の方へ

競争 したがっている。」と云った。

そこで彼 らの思惑を充分に確信 してから、我々

は時速60bの スピー ドで運転を開始 した。我々の

前方には30頭ほどの野生ロバが居たが、運転開始

と同時に休んでいたロバも一斉に前方へ駈け出し
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た。ロバは我々の車と並行 して走り、最 も近いと

ころでは僅か30mほ どの距離をおいて走った。そ

の内、 1頭の子ロバが疲れ果てて我々の前で止ま

って しまった。我々の運転手は車を止めて飛び降

り、無邪気な企てをしたこの愛すべき動物の写真

を撮ろうとした。然 し、彼はこのロバに触れる事

は出来ず前方へ逃げられて しまった。

湖畔のキャンプヘ戻る途中、我々は丘の斜面に

黒い点を見つけた。近づいてみるとそれはこの地

方に棲息するもう一つの野獣である雄のヤクであ

った。そこで 6人が車から降りて大声で叫ぶと、

ヤクは大きな頭を揺 らしながらふさふさとした尻

尾をおどけて見せた。聞くところによると、これ

はヤクが激 しく怒っているサインだと云 うので、

私は同僚達を車の中へ呼び戻 した。するとヤクは

物凄いほえ声を上げながら駈け下ってきて我々の

車を追撃 してきた。ヤクは、我々の車迄 300mほ

ど手前の所でこの望みのない追跡を断念 した。我

々は、自分達のタイムリーな退却によってこのヤ

クの猛襲をかわすことが出来た事を祝った。何せ

この巨大な固まりは 1ト ンもあり、我々の乗 って

いるランド・ クルーザーなどは言うに及ばず、重

たい トラックでさえひっくり返 しかねないのであ

る。其の後、我々は阿其克庫湖からベース・ キャ

ンプ迄の 3日 間に 6回 ほどヤクの群れに出会った

が、我々の運転手は、その都度注意深 く運転 し、

ヤクとの距離も充分に保って走った。

また、湖畔を横切っている時に 3度はどかっ色

の熊を見た。この熊は、体重が 400 kgほ どで胸に

“V"状に白い毛が生えている。稀には首のまわ

りに白い縞が入っているのも見られた。我々が最

初にこの熊を見た時、カメラを持って近づいたら

湖の中に分散 して逃げられて しまった。

次に広々とした大地で遭遇 した時は、熊の尻が

今にも車のバンパーに触れそうになったが、その

時は、賢 く車の車台の下にもぐりこみ後か ら逃げ

出して しまった。

3度目は小さい丘の斜面を逃げ登っていくのを

見かけたが、我々の車はその斜面を登ることが出

来なかった。

この地区には、チベッタン・ ガゼル (小型のカ

モシカ)が10万頭も棲息すると云われる。 このガ

′ヽのルーート

ゼルの雌が子を生む時は、雄は極めて檸猛となり

来襲するものは何者で も鋭い角で突き殺そうとす

る。従ってこの時は腹をすかした狼でさえ近づか

ない。

チベッタン・ ガゼルは、時速75hの速さで 2～

3時間一気に走ることが出来る。 この素早さのた

めに、この快走の動物の写真を撮ろうとする我々

の企てはいつも裏をかかれてしまう。

また、ガゼルの角は、鎮痛・ 解熱の効用がある

ため古 くから漢方薬として用いられてきた。

高度 4,500mの高い断崖のふもとで我々は意外

にも地上 200mの所にイーグルの巣を見つけた。

それは高さが 2m、 広 さは約 1平方傷ほどのもの

で、巣の占有者は近づ く冬のため何処かへ離れて

るようであった。近 くの丘の上から注意深 く双眼

鏡を覗いてみると巣は30～ 40対のガゼルの角で作

られており、巣の上は僅かな枯れた草や羽、それ

にガゼルや他の動物の皮などでおおわれていた。

我々は、湖畔のキャンプ地の近くで 1対のガゼル

の角を拾ったが、重 さは 1,650′ もあった。イー

グルの力がどれだけのものか考えてみると良いで

しょう。そしてこの巣が作られるのにどれだけの

労力が強いられたのであろうか。

10月 2日 、我々は 5,250mの ベース・ キャンプ

地に到着 した。 8張の大型テントと 8張の小型テ

ントが建てられ、我々の “新昆補村 "は 出来上が

った。

科 学 調 査 活 動

我々は、早速テン トの外へ出て科学調査のフィ

ール ド・ ヮークを始めた。
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▼東部屋器山脈の最高峰・ ウルグ・ ムスターグ (6′ 973m)

B「chfiel教 授は、何気なく石を拾い上げては

たたき割って小片にし、アメリカや地球上のどこ

にも無いような珍 しい花同岩を見つけようとして

いた。

中国チームの地質学者、趙紫云氏は彼のテント

の前の小川から緑の水晶を拾い上げてきてはハ ン

マーで割って銅の拉子を見つけていた。

後に、我々は此の地で鉄、ニッケル、クロム、

銅、金などいろんな鉱物を含有 した鉱石を見つけ

ることが出来た。

B[cMel教授の言葉を借 りれば、 “東部昆奇

は、どこもが宝庫のような素晴 しい場所である。"

との事。

10月 4日 朝、旗を掲げるセレモニーがBCで行

なわれた。

我らが Bates副総指揮から中国々旗をウイグル

人の Paz隊員に手渡され、王鄭黄氏からは Peter

隊員に星条旗が手渡された。これら2つ の旗は、

アメリカ人と中国人の友好協力のシンボルとして

アンテナの両側に掲げられた。

そして、ムズターグ峰偵察隊として胡峰嶺 リー

ダー他 6名の中国側メンバーが選ばれた。

ChКh隊長は、衛星測量機 “Dopler''と ユニ

0レ ンジャーを用いてムズターグ峰の位置と高さ

の正確な地理を測量 し始めた。彼は、若 し正確な

数字と位置を算出することが出来れば、ムズター

グ峰が地球上の火山で最 も高いかどうかが判ると

云った。然 し、彼は後になってこの山は火山帯に

位置するにもかかわらず火山ではないとの結論を

下 した。

アメリカと中国の科学者達は、この山の北面で

幅 2b、 長さ80bに も及ぶ巨大な断口を発見した。

この断口が出来た要因としては、恐 らくユーラシ

ア大陸とインド亜大陸の間にあるプレー トのラミ

ング (突 き当り)によって引き起 されたものか、

または青蔵高原とタリム盆地間のプレー トの移動

によるものではないかと指摘された。裂け回は、

暗緑色岩のすじとなって走り、その両側の上には

灰赤色の岩がのっかっている。 これは今から1億

年ほど前のラミング現象の中で、海底の下からマ

グマが圧搾されて押 し出され固ったものと考えら

れる。

この断口から200mほ ど離れた所で、我々は幅

200m、 高さ65mも ある巨大な氷舌を見つけた。

末端は長さ20mも の氷柱の林となっており、正に

稀なる美 しさであった。

また、ムズターグ峰の南東面には約 300mもの

大きな氷河が横たわっており、 ここに貯蔵される

雪と氷の量は 1,000億立方傷にも及び、それは新

彊北部の阿繭泰山脈の全量をも超える量である。

登山活動開始

10月 5日 から登山活動が開始 された。

C・ 2(5,800m)への荷上げに 5日 間費やした。

中国側の50名 とアメリカ・ チームは一緒になって

1人20kgを荷上げし、全部で 2ト ンの荷物をキャ

ンプ地へ運び上げた。

其の後、 4日 間、豪雪に見舞われ、全てのキャ

ンパーはテントに閉 じこめられ、唯、天候の回復を

待った。この間、 1隊員が救助を求めに出かけた
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▲ C・ 3(6,150m)へ のルー ト

が トレールは約 lmも の深い雪ですっかり吹き消

されていて徒労に終り、テントに戻った時、彼の

衣類はすっかり濡れて しまっていた。

10月 18日 になって漸 く天候が回復 し、この日、

6,150mの地点にC・ 3を建設 した。

好天は翌日も続いたが、風力 7、 気温-20℃ と

云う気候で、 1パーティが C・ 3か ら上部のルート

エ作を試みたがギブ・ アップして しまった。

翌日、彼 らは 6,650m迄高度を稼いだが、それ

以上高 くは行けなかった。

ビデオ 0カ メラとフィルムを担いでいた鄭錫林、

東建丙の 2人は、周囲の景色をビデオに収めよう

と離れた僅かの間にルー トを見失なってしまった。

彼 らは トランシーバーでルー トを見失なった旨を

伝えてきた。直ちに C・ 2で 救助隊が編成された

が、彼 ら2人 は翌朝 3時まで-30℃の危険な外を

街径った。もし、あのまま長い間とどまることに

なったら恐 らく凍え死んでいたことであろう。

10月 21日 、 5人の中国人 (胡峰嶺 (シ ボ族 )張

保華、アルダシ (カ ザフ族 )、 マム ト (ウ ィグル

族 )、 部前星 )か ら成るアタック隊が最後の攻撃

に出た。

70m程の急峻な氷壁を登って行 くと高さ8m、

幅30mほ どのかっ色の岩壁帯に阻まれた。この岩

壁帯の右側は下にヒドレ 0ク レヴァスが数多く錯

綜する絶壁で終っており、胡峰嶺隊員はこの岩壁

帯を素晴しい岩登りのテクニックで抜けた。さら

にその上部で約 200mほ どの岩壁帯を登り、漸 く

ムズターグの頂上へと肉迫 した。然 し、頂上まで

はさらに蒼氷でおおわれた傾斜70度 ほどの氷壁が

150mほ ど続いていた。時刻は既に午後 4時を回

っており、影が谷のずっと下まで長 く延びていた。

水銀温度計は-30℃まで下っており、吐く息はた

ちまちフー ドのふちにツララとなって下がって し

まった。

最後の50mは 、一歩一歩に超人的なアルバィ ト

を強いられた。激 しい息切れの為、彼 らはピッケ

ルにもたれかかっては短い休息を取 りながら登 っ

ていった。長い休息は凍傷の危険があるため、彼

らはお互いに声をかけあいながら前へ と進んだ。

3時間後の午後 7時27分、彼 らは全員が頂上に

到達 した。登頂成功の知 らせは早速、 3つのキャ

ンプに届けられた。頂上には10分程滞在 し、旗を

持っての記念写真を撮ったり頂上の石を拾った。

然 し、生憎 とこの頂上での記念写真は日没後だっ

た為現像 しても写ってはいなかった。

闇夜の中を手探りでルー トを探 しながら下降す

る中で事故が起った。胡峰嶺隊員と張保華隊員が

約 150m程滑落 したのである。彼 らの滑落は何 も

のによって も止める事が出来ず、翌朝、負傷 した

状態のところを発見された。

Bwrellと Peterそ れに Schoeningの 3隊員が

C・ 3で 第二次アタックの準備を していたところ

に負傷 した 2人が飛び込んできた。彼 らは中国人

の同僚と一緒にこの負傷者を担架で C02へ と降

した。其の後、彼らは B・ Cで Hornbein、 Dennis、

Jeffreyら によって34時間にも及ぶ手厚い治療 と

看護を受けた。

この事故の御陰でアメリカの友人達のムズター

グ登頂のチャンスは無 くなって しまい、我々はほ

んとうに申 し訳けない気持で一杯であった。然 し、

我々が彼 らに詫びた時、Schoening隊員は笑顔で

「我々は自分達が登頂できなかった事について残

念には思 ってない。我々は一体ではないか。」と云

ってくれた。

何と素晴 らしい言葉だろう。それは真のアル ピ

ニス トの心に宿る大変な団体精神である。この団

体精神があらゆる登山の偉業を可能とするのであ

ろう。

(CHINA SPORTS 1986年 3月 号より)

(訳 :尾形好雄 )
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――――西蔵登山協会隊1985年の記録 ――――

卓 奥 友 峰 登 頂

(Chc)Oyu,8,201rn)

俊

天

張

成

チベット語で「喬鳥雅 (Qowowuyag)峰」とし

て知られているチョー 。オュー (卓奥友峰)は、

ヒマラヤ山脈中部に位置する海抜 8,201mの 高峰

で、その高さは世界で第六位の高峰にあたる。同

峰は、チベット自治区定日県とネパールの国境に

位置し、東には世界最高峰のチョモランマ (8,848

m)、 西には世界第14位のシシャパンマ (8,012

m)などが隣接する。

解放されたチベット人民は、12の大路線に沿っ

た指導の元で、富裕かつ文明の新チベットの建設、

団結に乗り出した。勇敢なるチベット登山運動員

は、1985年の春にチョー・ ォュー峰を征服 し、チ

ベット自治区成立20周年の慶賀に素晴しい贈り物

をした。また、祖国の登山事業に新たな貢献を成

した。

このチベット登山隊は、成天亮隊長、仁青平措

副隊長ら33名の登山隊員と13名 の行政連絡官及び

輸送担当者で構成された。

4月 4日 、登山隊は主峰北面の加布拉氷河 (Ji‐

abula Gl.)舌端に到着 し、 4,959mの地点にB・

Cを建設した。其の後、物質輸送及び高所順応訓

練、氷雪技術訓練などを行い、 B・ Cの 準備が完

了するのに10日 間を費や した。

4月 15日 、AOBCを 5,700mに 建設。

其の後、隊員達は酸素不足の中で狂風や吹雪に

もめげず、さらにC01(6,300m)、 C・ 2(6,950

m)と 2つの前進キャンプを建設 し、それぞれの

キャンプに食糧や装備を荷上げした。ルー ト途上

の 6,800m地点には約 100m以上の高さを持つ急

峻な氷壁が立ちはだかったが、隊員の技術力量を

集結させてこれを突破 した。

6,950mか ら7,150mに かけては、ズタズタの

氷崖帯があり、 3日 間の反覆活動を強いられた。

偵察結果を比較 しながら、最後に一條の安全なル

ー トを見い出した。

メーデーの前日、隊員達は 6,950mの 第 2キ ャ

ンプで出発の命令を待った。そして 5月 2日 前は

好天候に見舞われるだろうとの天気予報も受けた。

その日の午後、12名から成るアタック隊は、 6

名のサポート隊から輸送の補給を受けながら7,200

mの アタック・ キャンプヘ迅速に登り、 3張のテ

ントを設営 した。一方、 3隊員は第二日目の任務

完了 (登頂成功 )をより確実なものにする為、上

部ルー トの偵察に向い、ルー トを整備 してキャン

プヘ戻 った。キャンプ・ サイ トは、狂風も止み辺

リー面非常な静けさを取り戻 していた。

翌 日は、メーデーなので隊員達は興奮し、テン

トの中で円座になってバター茶を飲んだ。彼 らは

頂上へ到達する迄の一切の困難を克服する事を決

心 し、願望実現を望んだ。

5月 1日 の早朝、隊員達は起床後、直ちに出発

準備にかかったが、相変らず風が強く10時近 くな

っても依然としてやまなかったが、10時40分にな
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って漸 く風が弱まりだしたのでアタックを敢行す

ることにした。

隊員の 1人が病気のため後に残り、11名で頂上

に向った。顕著な西山稜に沿って左下方の軟雪の

斜面と蒼氷の斜面を奮勇登っていった。 7,500m

に横たわる第一岩壁帯に到達 した頃より、再び風

が強 く吹き出した。彼 らは、大岩の陰で暫 く休息

して風を避けた後、再び登高を開始 した。一つの

岩場を トラバースした後、蒼氷の斜面を登ってい

った。ルー トは極めて難 しくなり、先に立って登

る者は、後続する者のためにステップを刻まなけ

ればならなかった。さらに別な場所ではアイス・

ピトンを用いてロープを固定させて通過せねばな

らなかった。

過去、 8,000m以 上の高峰登山に向った多くの

登山家にとって酸素補給は欠くことの出来ないも

のであったが、今回、我々は無酸素登山でこれに

挑んだ。その為、困難は更に大きいものとなり、

体力の消耗は著 しかった。隊員の登高スピー ドは

極めて遅 くなり、息切れが激 しく、 3～ 5歩登っ

ては立ち止る、と云ったありさまであった。そし

て、彼 らは、 8,000mの高度で “死の地帯 "、 “禁

断の地 "な どと呼ばれる所へ進入 した事を知らさ

れた。

この頃になると、太陽は西に傾き、空は薄暗 く

なってきた。

2隊員が疲労困億のため登頂を断念 して下降 し

た。他の仁青平措登攀隊長以下の勇士達は、全国

0全区人民の信頼に支えられて、互いに短かい呼

びかけや身ぶりでもって励ましあいながら勇を奮
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▼チベット側からのチョー・ オュー登頂ルー ト

って登っていった。

最後に冗長な氷雪斜面を登っていき、間もなく

9人の勇士達は、前方にもうそれ以上高い所のな

いことを見つけて驚喜 した。足元には雲海が広が

り、頭上には時折、青空が現われた。

北京時間の17時 50分、 9名 のチベット登山運動

員は、世界第六位の高峰、チョー・ オュー (卓奥

友峰)の登頂に成功 し、頂上に五星紅旗を打ち立

てた。

仁青平措登攀隊長の感激の声は、超短波の トラ

ンシーバーによって A・ BC及びBOCへ届けられ

た。他の隊員達も写真を撮ったり、標本を採取 し

たり、偉大な征服に対 して互いに“ハタ "の交換

などをした。また、頂上には五星紅旗の図案に「西

蔵登山隊」と刻んだ金属製の記念板を埋めた。

頂上に30分程滞在 した後、 9名 の隊員は溢れる

勝利感 の感激に浸りなが ら下山の途についた。下

山の途中で夜の帷は落ち、彼は雪氷の自さと僅か

な月明 りを頼りにアタック・ キャンプヘ戻った。

其の後、同僚達のサポー トを受けて、無事にベー

ス・ キャンプに下山した。

西蔵登山隊によるチ ョー・ オュー登頂の勝利は、

チベット人登山運動員が勇敢な不屈の精神を高所

登山に吹き込んだ事実によって説明された。チョ

ー・ オューの登頂を自治区成立20周年の為に献礼

しようと云う彼らの願望は、ここに実現され、ま

た、祖国登山事業に新たな貢献 も印された。

(報告書「世界第六高峰」より)

(訳 :尾形好雄 )
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―――ロヒマラヤの報告書紹介 ④

ラマ自叙伝―

木村肥佐生訳・ 註
誘う。

既に、14世の自叙伝「 My Land and My Peo‐

ple MEIMOIRS OF THE DALAI LAMA OF

TIBET」 は、日高輝一氏の邦訳で「わがチベット、

ダライ・ ラマ自叙伝」(講談社、昭和38年 )「 この

悲劇の国、わがチベ ット」(蒼洋社、昭和54年 )と

2度にわたって出版されている。然、し、訳者あと

がきにもあるように、この両本は残念ながら何れ

も完訳ではなく、本書の「第六章 共産中国にて」

「第七章 弾圧と盆憑」、「第九章 決起」の全文

が訳出されていなかった。本書ではこれらの部分

が全て訳出され、この三章全文が盛 り込まれたこ

とによって、チベット動乱におけるダライ・ ラマ

の亡命、チベット人の武装蜂起に至る迄の経過な

どを詳 しく読み取ることが出来る。

巻末には資料として、チベットの憲法、中央人

民政府 とチベット地方政府のチベッ ト平和解放に

関する協定 (17か条協定 )、 チベ ットに関する国

際条約 リス ト、チベット史年表、ダライ、ラマ貌

下、諸外国訪間の記録などが収録されており、ま

た、脱出後のチベットの状況、中国の対チベッ
`ト

政策、チベット問題の現状などについては訳者の

解説が付記されており参考になる。

訳者の木村肥佐生氏は、「チベッ ト潜行10年」

の著者として知る人 も多いであろう。氏は昭和 15

年興亜院モンゴル語研修生として内蒙古に赴き、

その後、蒙古人巡礼としてチベットのラサに潜入

し、昭和24年にチベットから追放される迄ダワ・

サンボの名で滞留された稀有の経歴の持ち主であ

る。                  (0)

A5版 361ペ ージ 昭和61年 1月 15日 発行

頒価  1,800円 (送料 300円 )

(連絡先 )東京都武蔵野市境 5-24-10(〒 180)

亜細亜大学アジア研究所

チベッ トわが祖国
‐―゙ 口_ ′

― タフ 4 ●

3月 に所用で中国へ出かけた際、短かい日程で

あったが、念願のチベットを訪れる機会を得た。

チベットの首都ラサヘは、三国志の都、成都を

後に四川・ チベットの重畳たる山なみを俯敗 しな

がら僅か 2時間のマウンテン・ フライ トでチベッ

トのコンガ空港に降り立つことが出来る。かつて

禁断の地と云われたチベットも現在では近代文明

の便利な乗り物を利用する事によっていとも容易

に行けるようになった。此の地へ入域せんがため

に苦心された先樅者達の穀難辛苦が嘘のようであ

る。

ラサの市内へは、空港よリヤル ●ッァンポーの

大河に沿って車で約 1時間半ほど遡る。ツァンポ

ーにかかる大橋を渡って暫 くするとラサのシンボ

ルとも云えるポタラ宮殿が見えて くる。この壮厳

な白亜の大宮殿と対峙した時は、さすがに念願成

就の想いがこみ上げて感慨無量であった。

所用の合間を縫ってダライ・ ラマの夏の宮殿と

云われたノルプリンカ宮殿を見学 した。今だに敬

虔なチベット仏教徒が賽銭を上げ、床にひれ伏 し

ながら今は主不在となった礼拝堂や寝所などの各

室を祈 りを捧げながら廻っているのが印象的であ

った。

1959年 3月 のチベット動乱の折 り、このマハカ

ラ礼拝堂で最後の祈りを捧げたダライ・ ラマ14世

は意を決 してインドヘの脱出を図るのであるが、

帰国後、本書「 チベットわが祖国」を手にして、

また、感慨を新たにさせられた。

余談が長 くなったが、本書はダライ・ ラマ14世

の自叙伝の完訳である。チベット仏教の法皇貌下

であるダライ・ ラマ、その歴代のダライ 0ラ マの

中でも14世の半世は悲劇に満ちたものである。農

夫の息子が転生探 しの結果、ダライ・ ラマとなり、

やがて中共軍のチベット侵攻を受けて、亡命、海

外流浪と云う悲劇を強いられていく国の話は涙を
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一国の最高峰が未だに未踏峰のまま取り残され

ている。 7,541mも の高さを持って ヒマラヤのシ

ャングリラと云われる雷龍の国・ ブータンに屹然

聟えている。処女性、高度、山容から云っても地

球上に数少 くなった玉峰の一つと云えよう。然 し

ながら、こう云う山はある面では好かれないのか

興味を示す者は少い。折角到来 した千載一遇のチ

ャンスを生かせなかった当事者としては、逃 した

魚は大きく、唯々懸愧の念で一杯である。 “山は

逃げる "と 云われる諺が身にしみて感 じられる昨

今である。

今年も夏か ら秋にかけて垂涎の未踏峰を目指 し

て 4つのHAJ隊 がヒマラヤヘ向う。世界の情勢

から鑑みて再びこうしたチャンスに恵まれること

はあるまい。後々悔を残さない為にも不退転の気

概で臨む位の心構えが必要ではなかろうか。

園 □ 園 日 (6月 )

4日 (水 ) ネパール観光省登山局長PM.シ

ュレスター御夫妻歓迎会 (新宿、

7名 )

7日 (土 )～ 8日 (日 )雪 宝頂隊梱包

10日 (火 )雪 宝頂隊々荷、業者引き渡 し

11日 (水 )事 務局打合わせ (山森、尾形、飛

田常務理事 )

16日 (月 ) ヒマラヤm176発送

ギャラペ リ隊打合わせ

23日 (月 )東 京集会 (17名 )

27日 (金 )～ 29日 (日 )ギ ャラペ リ隊梱包

日

ヒマラヤNo.177(8月 号)

昭和61年 7月 10日 印刷  61年 8月 1日 発行

発 行

編 集

発 行
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エクスペディション&ト レッキング

」

」
ネパール、インド、パキスタン、 」

，

４
ジ

トレッキングを計画の皆様へ。

へi遠征、

航空券から登山要請、現地手配、入国査証

(ビザ)代介手続き、遠征隊・ トレッキ

ング用山岳保険加入に至るまで適切

なトータルアドバイス、手配を受け

たまわります。

ヽ
●
ヽ

出 ロ地下鉄日

世 界 山岳 旅 行 クラブ

運輸大臣登録旅行業代理店業第2809号

住友海上火災登山 トレッキング保険代理店

帥マウンテン・トリツプ
C,150東京都渋谷区恵比寿西卜8-|かずさやビル3F303号 ●03-476-1200担 当藤原

-fr :fl*ts-, U - aV-|t -CZ = 
ros *r.fra.e*t*2-z-4 奮03-504‐ 01ll 担当・佐藤 〔一般登録第332号 /取 扱主任者・伊藤園子〕
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― 遠征隊、トレッキング、秘境への旅
―あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なa

お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま‐九

72ク元動″ラ」暉″1奏丼得〃 留ヨP03‐574‐8880〒105東 京都港区新橋3-26-3会計曰レ4F
三井航空サービス代理店2452号
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ヒマラヤヘ 装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2丁 目2番3号●03(208)6601～ 3

0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番地80486(41)5707

●水道橋登山店/〒 101東 京都千代田区三崎町2丁 目8番 14号 803(264)5575～ 6

0神田登山店/〒 101東 京都千代田区神田神保町1丁 目8番地803(295)0622

●新宿西口店/〒 160東京都新宿区新宿1丁 目16番7号 803(346)0301(1lc)

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地●0273(27)2397は )

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁 目4番 8011(222)5305

→肇
「

万寡ズだ―〃
●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番 地の36号 80222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号80427(26)624a代 )

●フーズショップ/〒 160東 京都新宿区百人町2丁 目2番 43号803(232)1286

●外商部/〒 160東京都新宿区大久保2丁 目19番 10号 803(200)7219

●事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号 803(200)1004
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